
144—
 

古
典
読
み
か
え
し

『
消
え
た
春 

特
攻
に
散
っ
た
投
手
石
丸
進
一
』

牛
島
秀
彦 

著          

古
川
貞
二
郎　
母
子
愛
育
会
理
事
長  

元
内
閣
官
房
副
長
官

『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
と
現
在
』

E
.J
.ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム 

著     

酒
井
啓
子　
千
葉
大
学
教
授

87—
 

日
韓
国
交
正
常
化
50
年

─
徴
用
工
賠
償
問
題
と「
１
９
６
５
年
体
制
」の
風
化

ロ
ー・ダ
ニエ
ル　
京
都
産
業
大
学
客
員
研
究
員

90—
 

宇
宙「
戦
域
」で
進
む
米
中
の
戦
い

秋
田
浩
之　
日
本
経
済
新
聞
論
説
委
員
兼
政
治
部
編
集
委
員

95—
 

習
近
平
政
権
下
の
言
論
統
制

阿
古
智
子　
東
京
大
学
准
教
授

138—
 

外
交
の“
要ツ

ボ諦
”

小
倉
和
夫　
青
山
学
院
大
学
特
別
招
聘
教
授

142—
 

グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
発 

外
交
の
架
け
橋

3・11
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

被
災
地
か
ら
世
界へ

ア
ミ
ア・ 

ミ
ラ
ー　

岩
手
・
陸
前
高
田
市 

海
外
広
報
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

148—
 

書
評

 J
apanese

福
永
文
夫 

著

『
日
本
占
領
史
１
９
４
５—

１
９
５
２ 

─
東
京・ワ
シ
ン
ト
ン・沖
縄
』

村
田
晃
嗣　
同
志
社
大
学
学
長

 E
nglish

H
ow

ard W
. French

C
hinaʼs S

econd C
ontinent

阿
南
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
史
代　
歴
史
研
究
家

C
hristopher R

. H
ill

O
utpost: Life on the 

Frontlines of A
m

erican 
D

iplom
acy: A

 M
em

oir

高
濱 

賛　
在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

 C
hinese

鍾
祖
康 『
來
生
不
做
中
國
人
』 

坂
井
臣
之
助　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト・
翻
訳
家

 80 —
 

ア
メ
リ
カ
政
治
ア
ネ
ク
ド
ー
ト

小
谷
部
一
郎　
在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

100—
 C

artoon says it all

マ
ン
ガ
を
み
れ
ば
世
界
が
わ
か
る

西
川 

恵　
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員

120—
 

米
中
関
係
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る 

米
国
の
対
中
外
交
を
側
面
支
援

し
て
き
た
歴
史
の
生
き
証
人

譚 

璐
美　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
考
え
る 

124—
 

音
楽
と
外
交

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ・シ
ュッ
ツ

「
ク
ラ
イ
ネ・ガ
イ
ス
ト
リ
ッ
ヒェ・

コ
ン
ツェル
テ
」 

小
栗
勘
太
郎　
音
楽
愛
好
家

126—
 

ニ
ュ
ー
ス
裏
読
み
深
読
み

米
国
、キ
ュ
ー
バ
、そ
し
て
日
本
… 

河
内 

孝　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

広
報（
パ
ブ
リ
ッ
ク・デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
）と

宣
伝（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）

伊
奈
久
喜　
日
本
経
済
新
聞
特
別
編
集
委
員

130—
 

映
画
と
戦
争 

生
き
残
っ
た
罪

藤
原
帰
一   

東
京
大
学
教
授

136—
 

苦
言
賞
賛

も
っ
と
知
り
た
い

ド
イ
ツ「
脱
原
発
」事
情

山
田
孝
男 

毎
日
新
聞
特
別
編
集
委
員

■ 

特
別
企
画

16—
 

総
論 

人
権
絶
対
か
宗
教
絶
対
か

─「
殉
教
」の
相
克

24—
 

フ
ラ
ン
ス
の
共
和
国
原
理

「
一
に
し
て
不
可
分
」

鹿
島 

茂　
明
治
大
学
教
授

30—
 

危
機
に
立
つ
フ
ラ
ン
ス
の
試
練

池
村
俊
郎　
帝
京
大
学
教
授

34—
 

在
仏
ム
ス
リ
ム
移
民
を

め
ぐ
る
誤
解

森 

千
香
子　
一
橋
大
学
准
教
授

38—
 

風
刺
が
惨テ

劇ロ

を
生
む
時
代

鈴
木
美
勝　
本
誌
編
集
長

42—
 「

ア
ラ
ブ
の
冬
」に
希
望
は
あ
る
か

─
チ
ュニ
ジ
ア“
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
”後
の
疲
弊

タ
レ
ク
・
ム
ラ
ド　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

■ 

巻
頭
言

8—
 

地
政
学
的
知
性
を
研
ぎ
澄
ま
す

船
橋
洋
一   

日
本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
理
事
長

■ 

巻
頭
論
文

10—
 「

豪
州
が
日
本
の
た
め
に
対
中
関
係
を

犠
牲
に
す
る
こ
と
は
な
い
」

ヒ
ュ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト  

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
教
授

68—
 

日
中
国
交
正
常
化
と
大
平
正
芳
の
醒
め
た
目

鈴
木
美
勝　
時
事
通
信
解
説
委
員

70—
 

湾
岸
戦
争
を
教
訓
に
で
き
た

日
本
の
国
際
協
調
主
義

福
田
康
夫　
元
内
閣
総
理
大
臣

72—
 

芸
術
と
し
て
の
政
治 

中
曽
根
電
撃
訪
韓

橋
本
五
郎　
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員

74—
 

汎
ヨ
ー
ロッ
パ・
ピ
ク
ニッ
ク
事
件

関
口
宏
道　
松
蔭
大
学
教
授

76—
 

朝
鮮
半
島
南
北
分
断
を
実
感
し
た
日

若
宮
啓
文　
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

シ
ニ
ア・フ
ェ
ロ
ー

78—
 

イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻

栗
山
尚
一　
元
駐
米
大
使

価
値
観
への「
殉
教
」

―
神
中
心
主
義
イ
ス
ラ
ム
対
欧
米
民
主
主
義

戦
後
70
年

私
に
とっ
て
の
戦
後
史
の
瞬
間

■ 

特 

集 

2015 March

Vol.30

■ 

一
点
視
界

101—
 

昭
和
天
皇
訪
米
へ
の
道 （
下
）

舟
橋
正
真  

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

108—
 

契
丹
の
最
後
の
拠
点

─
草
原
を
守
る
辺
境
の
砦

阿
南
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
史
代  

歴
史
研
究
家

■ 

提
言

114—
 

日
本
人
は
テ
ロ
に
屈
し
な
い
新
た
な
決
意
を

平
林 

博　
元
駐
仏
大
使

82—
 

イ
ス
ラ
ム
過
激
派「
Ｉ
Ｓ
」に
狙
わ
れ
た
日
本

宮
家
邦
彦　
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹

48—
 

米
国
に
お
け
る
自
由
と
平
等
の

可
能
性
と
限
界

渡
辺 

靖　
慶
應
義
塾
大
学
教
授

■ 

対 

談

52—
 

ア
メ
リ
カ
を
語
る

加
藤
良
三　
元
駐
米
大
使

阿
川
尚
之　
慶
應
義
塾
大
学
教
授

61—
 

現
代
世
界
の
危
機
は
何
処
か
ら

生
ま
れ
る
か

山
内
昌
之　
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
明
治
大
学
特
任
教
授 
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